
症例を題材に、臨床介入力を鍛える！薬薬連携を考える！

第15回 症例検討会

2022年6月19日（日） 13：00〜15：30

Zoomミーティングを使用したオンライン開催

受 講 料 ： 2,000円（前納） 定 員：20名
申込方法 ： エクステンションセンターホームページよりお申込みください。
申込締切 ： 2022年6月8日（水）

＊定員になり次第締め切ります。
＊詳細はお申込みいただいた方にメールで
ご案内いたします。

お問い合わせ 神戸薬科大学エクステンションセンター
〒658-8558 神戸市東灘区本山北町4-19-1
ＴＥＬ：078-441-7627（直通） ＦＡＸ：078-441-7629
Ｅ-ｍａｉｌ：extc@kobepahrma-u.ac.jp
ＵＲＬ:https://www.kobepharma-u.ac.jp/extension/

主催：神戸薬科大学エクステンションセンター

地域ケア会議で必要とされる薬剤師とは？
患者情報整理と発言のポイント

認定単位：1.5単位

お申込みはこちらから↑

黒田 泰司 先生 （まこと薬局）
佐古 守人 先生 （東住吉森本病院）
𠮷𠮷野 新太郎 先生 （神戸市立医療センター中央市民病院）

症例検討会

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

（講義後はグループに分かれて、グループワークを行います）

今回はポリファーマシーの解決をゴールとする勉強会ではありません。
地域ケア会議（多職種事例検討会）に参加した薬剤師が患者様の意向を汲み、
より良い生活を送るために、処方をどう考えて提案するか？を議論する勉強会です。
地域ケア会議で取り上げられる薬剤のウエイトはまだまだ小さく、
薬剤師が参加する意義もこれから開拓していく必要があります。
事例資料に詳細な薬剤名がなくても、
意見が言える応用力をつけて連携のきっかけを自分で作っていきましょう。

講 師： 宮武 真也 先生
（幸生堂薬局 管理薬剤師）
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